




































1)日本語 と国語｡ 2)日本語の起源と系統｡ 3)日本語の表記｡ひらがな､
かたかな､漢字の起源 と用法について｡ 4)日本語の音声｡ 5)日本語の文法｡











































































































































また､第 5章の 2間を除き､各章末に6問から8間の問いがある｡ そのうち
の 2間だけを次に引用してみる｡

























の 1節が設けられている｡ ここでは､古語の完了の助動詞 ｢り｣｢た り｣､｢つ｣
｢ぬ｣､過去の助動詞 ｢き｣｢けり｣が総て消失 し､｢た り｣の変形である ｢た｣







を掛けて､命令の ｢あっちへ行っタ行っ夕｣や ｢さあ､た くさん食べ夕食べ夕｣
のタはどうかと尋ねる｡その上で教科書を読み､解説を加え､筆者なりの考え
も述べた｡





















なぜか という質問をときおり受ける11)｡加藤 (前掲)は､古い日本語では ｢白･




































































これが直示 と矛盾無 く密接に関係 していることも付け加えた｡
3.2.4.｢ちょっと｣
加藤 (前掲)では拡大 された談話標識 として､拒否､否定時に使用 され る




























































日本人学生は長崎市出身 2名､福岡県出身 2名､広島県出身 1名の計 5名｡
内4名は英語科所属で 1名は留学経験があった｡中国人学生は漢族 4名､朝
































































































たがって ｢眼鏡をかけている人｣の ｢かける｣のように ｢～テイル｣が状
態､性状を表す動詞の場合は､｢かけている人｣と｢かけた人｣が同意にな





① 3時10分 :じっぶん (古)･じゅっぶん｡(参頼 :ほお (古)･ほほ｡③寂
58 日本人学生 ･留学生混成クラスでの日本語学講義
しい :さび しい (古)､さみ しい｡④蝿 :はえ (古)･はい｡(参ジバ ン
(古)､じゅぽん (橋祥)｡⑥ じょうろ (如雨露)(古)､じょろ (如露)｡(∋
枇杷 :びわ (共通語)､ひわ (枇杷栽培発祥の地であり､産地である長崎市
茂木町での用法｡中国語からの借用であり､こちらが古い用法 といえよ
う)｡(参じてんしゃ (共通語)､じでんしゃ (九州方言)0⑨かばん (共通
語)､かばん (九州方言)0⑩退 く:のく(古)､どく｡⑪かつて (古)､かっ
て｡
9)ポル トガル語起源の ｢合羽｣､フランス語起源の ｢サボる｣が教科書に挙げ
てあるので､如雨露 (じょうろ/如露 :じょろ)､天婦羅 (てんぷら)､橋
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係 を ｢内の関係｣とした｡ただし､寺村 (1991)では前者 は ｢連体補充
節｣､後者は ｢連体修飾節｣､一括するとき ｢連体節｣ というように呼称の
変更がなされている｡
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